
 

 

とうきょう すくわくプラグラム

 
◆ 活動スケジュール 

令和6年4月～令和7年3月 

◆ 準備したもの 

・整えられた環境の中で・マット、跳び箱、ロイター板、平均台、縄跳び、リング 

・子どもたちと棚や机を移動し部屋を広く使用できるように環境づくり 

◆ 子どもの姿 

色々な動きを友達ができるようなった姿に気づき、ただ考えず何度も繰り返し

をする姿から「どうしてうまくいかないんだろう？」と考える瞬間の表情が見

られた。保育士の声かけ。「今、考えてるね」「次はどうやろうか（工夫しよう

か）」 跳び箱を跳んだ後前のめりになってしまう年長さんは「顔を上げる」

と宣言。次に顔を上げることを意識しやってみると「できた！」キラキラの笑

顔で出来たことに満足している様子。「今、考えたことできたね。「先生見てた

よ」児は笑顔のまま頷いた。 

◆ 活動内容 

4月～ 簡単なゲームで自分の身体がどのように動くか、友達

との間隔などの体験。 

７月～8月 前転、鉛筆回り、跳び箱に上ってジャンプ、グー

パー・ケンパー平均台 

９月～前転を手つなぎ前転。お友達と息を合わせて（年長） 

その中でできない事やどのように動くのが良いか工夫や考え 

実行する経験。 

◆ 振り返りによる気づき 

それぞれの子どもの気持ちや努力、（自分の体の調整など）に目を向け、目標を達成した時の協働性の心地よさや達成感を体験した。

子どもが自分の頭で考えている場面を保育士が見逃さないことで、子どもの心と身体がしっかりと結びついた瞬間をとらえそること

ができた。その瞬間を他のお友達と共感し、人への理解につながった。子どもへの観察力を保育士はより養う。 

 

◆ テーマ設定の理由 

成長に合わせ、園では３歳児から体育指導が始まる。

はじめは体操教室活動へ入らず様子を見ている子ども

もいるが環境に慣れてくると自分で決めて参加しよう

という姿が出てくる。やってみたい意欲・探求心、や

ってみた感覚、工夫、できたときの自己肯定感、友達

への配慮を経験につなぐ。 


